
広報広報広報なんぶなんぶなんぶちょうちょう
6

ちょうちょうちょうちょう20252025    JuneJune
No.234No.234

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
幻
想
的
に

５
月
８
日
か
ら
長
谷
ぼ
た
ん
園
で
開
催
さ
れ
た
「
南
部
町
ぼ
た
ん
ま
つ
り
」。

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
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５
月
８
日
か
ら
長
谷
ぼ
た

ん
園
で
始
ま
っ
た
ぼ
た
ん
ま

つ
り
。
開
催
は
37
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

同
園
は
、
平
成
13
年
に
環

境
省
「
か
お
り
風
景
百
選
」

に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
鮮
や

か
な
花
が
咲
く
様
子
を
目
で

楽
し
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、

ぼ
た
ん
特
有
の
濃
密
な
香
り

も
、
胸
い
っ
ぱ
い
に
堪
能
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
期

間
限
定
で
夜
間
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
。
夜
の
ぼ
た

ん
は
幻
想
的
で
、
日
中
と
は

全
く
別
の
世
界
へ
足
を
踏
み

入
れ
た
か
の
よ
う
な
感
覚
に
。

さ
ら
に
園
内
に
は
、
芍し

ゃ
く

薬や
く

、
藤
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
も
彩

り
に
加
わ
り
、
写
真
愛
好
家

の
方
た
ち
に
と
っ
て
も
、
様
々

な
花
の
表
情
を
撮
影
で
き
る

場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
た
ん
（
牡
丹
）
と
は

　
中
国
が
原
産
の
大
花
で
、

古
く
か
ら
幸
せ
を
象
徴
す
る

花
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
根

の
樹
皮
に
は
薬
効
が
あ
り
、

中
国
で
は
古
く
か
ら
漢
方
薬

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

花
言
葉

　
王
者
の
風
格

　
　
美
し
さ
や
堂
々
た
る
佇

　
ま
い
、
繊
細
な
花
び
ら
が

　
幾
重
に
も
重
な
り
合
う
姿

　
が
王
者
を
連
想
さ
せ
る
こ

　
と
が
由
来

　
高
貴
・
富
貴

　
　
中
国
で
「
百ひ

ゃ

花っ
か

の
王
」　

　
と
称
え
ら
れ
、
富
や
地
位

　
の
象
徴
と
さ
れ
て
き
た
こ

　
と
が
由
来

　
恥
じ
ら
い

　
　
中
央
の
花
弁
を
覆
い
隠

　
す
咲
き
方
と
、
植
え
替
え

　
後
も
し
ば
ら
く
は
花
を
咲

　
か
せ
な
い
性
質
が
由
来

長
谷
ぼ
た
ん
園

毎
年
多
く
の
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
長
谷
ぼ
た

ん
園
で
す
が
、
き
っ
か
け
は

昭
和
53
年
、
隣
接
す
る
恵
光

院
（
長
谷
寺
）
の
檀
家
一
行

が
、
総
本
山
で
あ
る
奈
良
県

桜
井
市
の
長
谷
寺
か
ら
譲
り

受
け
た
、ぼ
た
ん
の
苗
で
し
た
。

昭
和
54
年
に
、
旧
南
部
町ま

ち

が
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
園
の
整
備
を
開
始
。

以
来
、
町
と
ぼ
た
ん
ま
つ
り

実
行
委
員
会
が
協
力
し
、
愛

情
と
丹
精
を
込
め
て
園
作
り

を
続
け
て
い
ま
す
。

苗
を
譲
り
受
け
て
か
ら
今

年
で
47
年
。
委
員
や
地
元
の

方
々
の
お
力
添
え
で
、
現
在
、

１
３
０
種
、
８
０
０
０
本
が

植
栽
さ
れ
、
花
が
咲
き
誇
る

美
し
さ
は
東
北
随
一
と
ま
で

称
さ
れ
る
、
見
事
な
ぼ
た
ん

園
と
な
り
ま
し
た
。
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過去にぼたんまつり写真コンテスト入選作品で作成された  
テレホンカード

ぼたんの種類が手書きされた写真台帳

満開の芍薬

藤、ツツジが咲く園内

3 月号6広報なんぶちょう



ズームインなんぶ

ZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM INZOOM IN

消防団　訓練成果を発揮
三戸地区消防連絡協議会観閲式

三戸地区消防連絡協議会の観閲式が4月29日、田子町を
会場に開催されました。南部、三戸、田子の3町の消防団
員約1200人が参加し、防火・防災の決意を新たにしました。

当日はあいにくの雨模様。観閲と分列行進は中止とな
りましたが、田子町農業者トレーニングセンターで行わ
れた式典では、まとい振り・はしご乗り演技を披露しま
した。

玉落とし競技では、各分団とも日頃の訓練の成果を発
揮し、玉が落ちると観客が歓声を上げていました。

まとい振り

敬老祝金と顕彰状を受け取った工藤チヨさん㊥

100歳の長寿を祝福
工藤チヨさんに敬老祝金

4月14日生まれの工藤チヨさん（下名久井）
が100歳の誕生日を迎えられ、町から敬老祝金
が贈られました。

チヨさんは以前から、裁縫や編み物などを趣
味とされており、毎週、手作り趣味の会「やす
らぎ」の活動に参加されています。

誕生日当日は、自宅で家族が見守るなか、工
藤町長が「おめでとうございます。体に気を付
けて元気に暮らしてください」と、お祝いの言
葉を添えて、敬老祝金と顕彰状などを手渡しま
した。

工藤チヨさん、お誕生日おめでとうございま
す。これからも元気で長生きしてください。

はしご乗り演技
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南部町こども家庭センター

ぴよすく通信

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　問合せ　問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

4歳児健康相談 R2.8～R2.10生 6月17日（火） 13時～13時20分
健康センター3歳児健康診査 R3.9～R3.11生 6月19日（木） 11時45分～12時20分

乳幼児健康相談 R6.9～R6.11生 7月8日（火） 13時～13時20分

子どもの歯を守るために！
乳幼児期のむし歯は、永久歯の形成に悪影響

を及ぼし、歯並びの悪化や発育不全を引き起こ
す原因につながります。

そのため、むし歯の予防と早期発見・治療が
重要です。
むし歯予防のポイント
①おやつの内容や時間に注意

おやつは砂糖が少なく、歯につきにくいもの
を選び、時間を決めてあげましょう。

飲み物は水かお茶にしましょう。

②仕上げ磨き
乳歯が生え始めたら、綿棒やガーゼで拭きま

しょう。奥歯が生え始めたら、歯ブラシに挑戦
してみましょう。
③フッ素塗布

1歳6か月～6歳児にフッ素塗布券（無料）を
お送りしています。詳細はお問い合わせください。
問合せ　こども家庭センター（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100
子育てメール　kosodate@town.aomori-nanbu.lg.jp

親子の居場所「ぴよすくひろば」のお知らせ
お子様、子育て中のご家族、妊娠中の方を対

象に、月1回、「ぴよすくひろば」を開設します
ので、どうぞご利用ください。
場所　健康センター1階　子育てルーム
利用料　無料、予約不要

開設日時　毎月第4水曜日　9時～16時
　6月25日・7月23日・8月27日・9月24日・　

　10月22日・11月26日・12月24日・1月28日・

　2月25日・3月25日

問合せ・申込み　 健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100

福地こども園 ☎0178-51-9756
わくわくひろば（体験活動）　（金）・9時30分～11時
▶6月6日　ままごとあそび
▶6月13日　おそとであそぼう
▶6月20日　ジャンボ玉あそび
▶6月27日　お誕生会
▶7月4日　七夕製作
つどいのひろば（自由活動）　（水）・9時30分～11時
　6月4・11・18・25日、7月2日
子育てサークルにこちゃんクラブ　（月）・10時～12時

　6月9・16・23・30日、7月7日

なんぶこども園 ☎0179-23-0505
こすもすクラブ（体験活動）　（水）・10時～12時
▶6月11日　砂場であそぼう　▶6月18日　お絵かきをしよう
▶6月25日　誕生会　　　　  ▶7月2日　七夕製作
サークルちびこす　（火）（木）・9時～14時

　6月10・12・17・19・24・26日、7月1・3・8日

チェリーこども園 ☎0178-51-8585
ぴっぴクラブ　※要予約　（木）・9時30分～11時
▶6月12日　季節の制作かたつむり　▶6月19日　ﾎﾞｰﾙあそび
▶6月26日　砂場であそぼう　▶7月5日㈯　チェリー夏祭り

▶7月7日㈪　七夕誕生会に参加

認定こども園�あかね幼稚園 ☎0178-76-1801
ハッピークラス　※要予約　（火）・10時～11時30分
▶6月24日　感覚あそびをしよう　▶7月1日　七夕飾り作り
▶7月15日　親子でリズム運動

おいでよ！
子育て支援センター
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「子育て短期支援事業（ショートステイ）」（6月開始）
ご家庭において、お子さんの養育が一時的に

困難になった場合に、児童養護施設などで一定
期間お預かりします。
対象者

保護者が病気やその他の理由（妊娠、出産、
看護、事故、災害、育児疲れなどの身体上また
は精神上の理由、冠婚葬祭、出張、学校などの
公的行事）により、一時的に家庭での養育が困
難となった、18歳未満の児童かつ他に養育者が
いない方

利用期間　原則として7日以内
実施施設　町外の児童養護施設・乳児院
利用料
▶2歳未満児　1日3000円
▶2歳以上　　1日2000円
　（※生活保護世帯及び町民税非課税世帯は無料）
問合せ・申込み
　健康こども課（健康センター）
　こども家庭センター
　☎0178-60-7100

児童手当　現況届
現況届とは　毎年6月1日の状況を把握し、6月

分以降の児童手当を引き続き受ける条件（児
童の監督や保護、生計同一関係など）を満た
しているかどうかを確認するためのものです。

提出が必要な方
▶児童と住民票上別居している方
▶配偶者から暴力などにより、住民票が南部町

ではない方
▶離婚協議中で配偶者と別居されている方
▶法人である未成年後見人、施設などの受給者の方
▶その他、町から提出の案内があった方

提出期限　6月30日（月）
提出方法等

現況届記載内容の確認と必要事項を記入し、
郵送または持参によりご提出ください。
※該当する方には現況届の用紙を郵送いたします。
※現況届の提出がない場合には、6月分以降の

手当が受けられなくなりますので、ご注意く
ださい。

問合せ・提出先　健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100

「南部町家族介護者教室」参加者募集のお知らせ
近年、夏の異常な暑さに伴い急増しているの

が「熱中症」です。
発症を防ぎ、毎日を元気に過ごせるように、

熱中症について、正しい知識を学んでみませんか。

日時　7月10日（木）13時～16時
会場　健康センター　2階　集団指導室
講師　大塚製薬株式会社　応急手当普及認定員

対象　家族を介護している方または介護に関心
　　　のある方
申込期限　7月7日（月）
※定員は20名程度（先着順）となります。
※いきいきポイント対象事業です。
問合せ・申込み
　地域包括支援センター（健康センター）
　☎ 0178-76-2555
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後期高齢者医療被保険者の方へ　

後期高齢者医療制度に加入している方を対象に、1年に1回、無料で受けられる健康診査を実施しています。
健（検）診を受けることはご自身の健康状態を知り、生活習慣を振り返る良い機会となります。
今年度の健（検）診は下記のとおりですので、ぜひ受診しましょう。

健康診査を受けましょう

集団健診　受診を希望する際は、健康こども課にお申込みください。
地　区 健　診　日 場　所 受付時間 申　込　先
福　地 8月19日（火）～21日（木） ゆとりあ

7時～9時
健康こども課

☎0178-60-7100
南　部 9月5日（金） ふれあい交流プラザ

10月10日（金） 南部公民館
全地区 12月14日（日） ゆとりあ

個別健診　受診を希望する際は、健診機関へ直接電話等でお申込みください。
健診機関 電話番号 実施期間

南部町医療センター ☎0178-76-2001 令和8年3月まで（木・土・日・祝を除く）
南部病院 ☎0179-34-3131 令和8年3月まで（木・土・日・祝を除く）

八戸西健診プラザ ☎0178-21-1717 令和8年3月まで（日・祝を除く）
八戸市総合健診センター ☎0178-70-5563 令和8年3月まで（土・日・祝を除く）

五戸町健診センター ☎0178-62-5510 令和8年2月まで（土・日・祝を除く）
※受診できるがん検診の種類や受付時間などの詳細は、健診機関へお問い合わせください。
歯科検診
▶健診内容　問診、口腔内検査（現在の歯及び歯周組織や口腔内清掃状況等）
▶受診方法　健康こども課へ受診券の申込みをします。
　　　　　　受診券が届いたら、町内の歯科医院へ予約し、保険証と受診券を提出のうえ受診します。
問合せ　健康こども課（健康センター）　☎ 0178-76-7100

振込口座の変更届出について
高額療養費等の給付申請時に届出した振込口座に変更（解約・金融機関の店舗統廃合等）があったときは、

必ずお住まいの市町村へ届出してください。
届出がないと振り込みができなくなりますので、お早めの届出をお願いします。
問合せ・申込み　健康こども課（健康センター）　☎ 0178-76-7100

献血にご協力を
病気やけがなどで輸血を必要としている人の

命を救うため、献血をお願いしています。
ご協力いただいた方には血液検査の結果が送

付され、健康管理に役立てることができますの
で、初めての方もぜひご協力ください。

初めての方は本人確認ができるものを、過去
に献血された方は献血カード等をご持参ください。

実施日　6 月 20 日（金）
場所・時間
▶株式会社　夏堀組　　9時～11時30分
▶南部公民館　 　　　13時～16時

問合せ　福祉介護課（健康センター）
　　　　☎ 0178-60-7101
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がん検診精密検査費用の一部を助成します
町で実施する各種がん検診を受診した結果、

精密検査が必要な方に対し、初回精密検査に要
した費用の一部を助成します。

対象費用
　がん検診の精密検査を理由に受診し、医療機
関窓口で支払った自己負担分（保険適用分）。
※検査内容により対象外となるものもあります。
申請期限　がん検診の受診日から1年間

対象及び助成上限額
区分 対象年齢 助成上限額

胃がん検診精密検査

40歳から69歳の方
(ただし、乳がんは偶数年齢の女性)

5000円

肺がん検診精密検査
6000円

大腸がん検診精密検査

乳がん検診精密検査 4000円

子宮頸がん検診精密検査 20歳から69歳の偶数年齢の女性 3000円
※年齢は、がん検診を受診した年度の末日時点での年齢

申請方法　申請書に以下の書類を添付し、申請
してください。
▶検診結果表の写し
▶精密検査の領収書
▶診療明細書
▶受診した方の通帳の写し
▶受診した方の身分証明書
問合せ・申込み　健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100

達者de健康相談　～今より “達者”な自分のために～

開催日　6月9日（月）・23日（月）
　　　　7月7日（月）・28日（月）
時間　9時30分～12時・13時30分～17時
※当日15時までにお電話で予約してください。
※17時以降に利用を希望される方は、前週金

曜日までにご相談ください。
場所　健康センター2階　運動指導室
内容　�健康・栄養相談（フードモデルを利用し

た食事バランスチェックもできます）、
血圧・体組成（体脂肪・筋肉量など）・血
管年齢・骨密度・内臓脂肪量（20歳～74
歳対象）測定、健康器具の利用　等

健康センターで健康相談を開催しています。
血圧などの測定や健康器具（ルームランナー、
エアロバイク）を利用した運動を行い、生活習
慣の改善に向けた一歩を踏み出してみませんか?
※相談は無料で受けることができます。
※各種測定をする場合、1人45分程度かかります。
※健康器具の利用は、1回20分以内です。
※健診結果をお持ちの方は、直近の健診結果票

をご持参ください。
※健康マイレージポイントの対象となります。

問合せ・申込み　�健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100
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高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ
対象者

定期接種の対象外であり、接種時に町に住民
登録がある方で、次の全てに該当する方
▶66歳～100歳の方
▶過去に肺炎球菌予防接種の町の費用助成を受

けていない方
▶過去5年以内に肺炎球菌ワクチンの予防接種

を受けていない方

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎ 0178-76-7100

自己負担額　2000円
※助成を受けられるのは、定期接種・任意接種

あわせて、生涯に1回限りです。

定期接種　対象の方には予診票を送付します。
対象者　肺炎球菌ワクチンの接種を受けたこと
　　　がない方で、65歳を迎えられた方
任意接種

任意接種を希望される方は、事前に予診票申
請の手続きが必要です。

役場窓口へ、申請書（生活保護を受給されて
いる方は併せて医療受給証）をご提出ください。

第12回特別弔慰金の請求を受け付けています
請求期限　令和10年3月31日
支給内容　額面27万5000円（5年償還の記名国債）
支給対象者
　令和7年4月1日時点で、「恩給法による公務扶
助料」等を受ける方がいない場合に、次の順番
による最も先順位のご遺族お一人に支給されます。
①　基準日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法        
　による弔慰金の受給権を取得した方

②　戦没者等の子
③　戦没者等の父母、孫、祖父母、兄弟姉妹
※戦没者等の死亡当時、生計関係を有している
　か否か等の要件により、順位が入れ替わります。
④　上記以外の戦没者等の三親等内親族（甥、姪等）
※戦没者等の死亡時までに引き続き1年以上の
　生計関係を有していた方に限ります。
問合せ・請求　住民生活課　☎0178-38-5963

情報公開制度・個人情報保護制度
情報公開制度

町民の知る権利を尊重し、公正で民主的な町
政の運営に資することを目的に、町が保有する
行政文書を請求者に開示（閲覧や写しの交付）
する制度です。町が作成または取得した行政文
書は、誰からの請求であっても、原則として開
示します。令和6年度の開示請求の状況は、以
下のとおりです。
開示請求　167件（�決定状況　開示61件、部分開示42

件、不開示11件、文書不存在53件）

個人情報保護制度
個人に関する情報を適正に取り扱い、個人の

権利利益を保護する制度です。自己の情報に限
り、町が保有する個人情報の開示や訂正、利用
停止などを求めることができます。

令和6年度の開示請求・訂正請求・利用停止
請求はありませんでした。

問合せ　総務課　☎0178-76-2111
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農業関係補助事業の申し込み
令和7年度の農業関係の補助事業の申し込み

を受け付けします。
国庫事業
（1）果樹経営支援対策事業等および果樹未収益
期間支援事業（R7年度2次　R8年春植え）

事業の内容　①果樹新植、改植　②放任園地対策
対象者　町内に住所を有する70歳未満の方、ま

たは後継者の年齢が65歳未満の方で、次のい
ずれかに該当する方

　認定農業者／地域計画の目標地図に位置図け
る者／南部農夢の会員／新規就農者として認
定され、5年を経過しない方

補助率
事業①　�定額150～330円/㎡
　　　　（高密植、超高密植は520円～730円）
事業②　定額8万円/10アール
実施条件　改植事業は、過去5年間、肥培管理

されている園地での実施が可能です／事業完
了年度の翌年から8年間、園地の保全義務が
あります／自己所有園地の防除対策等の栽培
管理をお約束いただける方

事業実施期間　11月頃～令和8年4月
※伐採は令和8年3月末までに着手すること
申込期間　6月6日（金）～6月30日（月）※厳守

申込に必要な書類等
▶全メニュー共通　�申込書、個別調査票、現況

画像、通帳、はんこ
▶果樹新植・改植　�植栽後の園地の見取図
県単独事業
（1）特産果樹産地育成・ブランド確立事業
事業内容　�特産果樹の機械・施設（雨除けハウ

ス、巻上機、選果機等）
対象者　町内に住所を有する70歳未満の農業

者、または後継者の年齢が65歳未満の方で、
下記の要件のいずれかに該当する方

　認定農業者／南部農夢の会員／新規就農者
（2）野菜等産地力強化支援事業
事業内容
▶野菜の機械（植付機、収穫機、管理機）

▶野菜栽培用パイプハウス
※対象金額50万円以上（消費税を除く）
対象野菜　�品目については、お問い合わせくだ

さい。
対象者　町内に住所を有する農業者の方で、下

記要件のいずれかに該当する方
　認定農業者／認定新規就農者／3戸以上の営

農集団等
補助率　25/100
町加算率　20/100以内
最大補助率　45/100（県＋町）
加算要件　�収入保険加入者、町内業者からの購

入、経営適正化率ごと
必要書類　�申込書と調査票、機械・設備等の見

積書、既製品についてはカタログ等
申込期日　7月31日（木）※厳守
結果通知　令和8年6月上旬
町単独事業
（1）防風網整備事業
事業内容　�老朽化したネット部分の交換に要す

る経費に対し助成
補助対象　�果樹共済、収入保険に加入している

農業者
補助率（額）　�ネット購入費の1/2以内または

2310円/m
注意事項　申し込みのあった方のみ採択
補助事業全般の注意事項
　採択通知等の各時期については変更となる場

合があるため、使用したい時期に納品が間に
合わない可能性があります。県単独事業の内
容や補助率については、県内市町村の要望等
により変更となる場合があります。
申込方法
　農林課備え付けの申込書を個別調査票に記入

のうえ、必要書類を添えて提出してください。
町ホームページからもダウンロードできます。

問合せ・申込み
　農林課　☎0178-38-5964

広報なんぶちょう 6月号 10



野生鳥獣の保護等にかかる対応について
傷病鳥獣の対応

ケガや病気で弱っている野生の鳥獣を、傷病
鳥獣といいます。

ケガや病気で弱っていても、なるべくそのま
まにしておくことが野生の鳥獣本来の姿ですが、
町内で人為的な要因で傷付いたり、ケガや病気
の程度が大きい野生の鳥獣を発見したら、鳥獣
の種類、発見場所、ケガの状況などを確認した
うえで、三八農林水産事務所林業振興課までご
連絡ください。状況を確認のうえ、保護・収容
が可能かどうか判断します。

なお、夜間・土日・祝日は対応しておりませ
んので、休日明けに連絡をお願いします。

青森県では、有害性のあるニホンジカ、イノ
シシ、ニホンザル、ツキノワグマ、タヌキ、キ
ツネ、ノウサギ、ハシボソガラス、ハシブトガ
ラス、カルガモ、スズメ、キジバト、ムクドリ、
ドバト、カワウについては保護の対象としてい
ません。加えて、アライグマ、ハクビシン等の
本来生息していなかった国内外の外来種も保護
対象外となります。

死亡した野生鳥獣の取扱い
死亡した野生鳥獣は、確認された土地の所有

者（管理者）が一般廃棄物として処理すること
が基本となります。

道路や公園などで死んでいるのを見つけた場
合は各施設の管理者へ連絡し、ご自宅の庭など
で見つけた場合は、使い捨てのビニール手袋や
マスクを着用した上で、死体や糞には直接触れ
ずに燃えるゴミとして処理をお願いします。

野鳥が大量に死んでいる場合は、伝染病や事
件性が疑われますので三八農林水産事務所林業
振興課までご連絡ください。なお、夜間及び現
場への到着が日没後になる場合は事故防止のた
め、翌日の対応とさせていただきます。

また、野生イノシシが死亡している場合は、
豚熱に感染している可能性があります。むやみ
に近づかず、農林課までご連絡ください。
問合せ　
▶三八農林水産事務所　林業振興課　
　　　　　☎0178-27-5111（内線342）
▶農林課　☎0178-38-5964

南部町猟友会　新規会員募集中
南部町猟友会では、随時、会員を募集してい

ます。
主な活動として、農作物被害の防止を目的と

した有害鳥獣の駆除や射撃の指導、訓練を行っ
ています。

狩猟免許取得の補助も行っていますので、興
味のある方は、農林課までご連絡ください。

▶猟友会に関する問合せ
　南部町猟友会　会長　助川正雄
　☎090-8929-4142
▶狩猟免許取得補助についての問合せ
　農林課　☎0178-38-5964

▶狩猟免許試験についての問合せ
　三八農林水産事務所　林業振興課
　☎0178-27-5111（内線342）
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県外から町に世帯移住し、医療・福祉職に就
業・就学する方に医療福祉職子育て世帯移住支
援金を交付します。

対象者　以下の要件を全て満たす者 
▶申請者が転入前から18歳未満の世帯員を養育

しており、かつ申請時においても養育してい
ること。

▶移住元および申請時において、申請者と18歳
未満世帯員が原則、住民票において同一世帯
に属していること。

▶申請者が町に転入する直前の10年間のうち、
通算5年以上県外に居住していたこと。

▶申請者が町に転入する直前に、連続して1年
以上県外に居住していたこと。

▶就業の場合、申請者が対象資格を有しており、
県内に所在する施設で医療・福祉職に就業す
ること。

あおもり移住支援事業のお知らせ
東京圏から町に移住して、就業または起業す

る方に移住支援金を給付します。

補助金額　
▶2人以上の世帯　100万円
▶加算分　18歳未満の者1人につき100万円
　　　　　（最大2人まで）
▶単身　60万円

申請期限　令和8年1月16日（金）

問合せ　交流推進課　☎0178-38-5961

対象者　以下の要件を全て満たす方
▶住民票を移す直前の10年間のうち、通算5年

以上（直近の1年間は連続）、東京23区内に在
住していた方または東京圏（埼玉県、千葉県、
東京都、神奈川県、条件不利地域を除く）に
在住し、東京23区内に通勤していた方
▶移住支援金の申請時において、町に転入後1年

以内
▶就業に関する要件に該当すること
※就業に関する要件やその他の要件の詳細は町

のホームページをご覧ください。

医療・福祉職子育て世帯移住支援事業のお知らせ
▶就学の場合、申請者が対象資格を有しておら

ず、資格を取得するために県内の養成機関に
就学すること。

※対象資格や対象施設についての詳細はホーム
ページでご確認ください。

補助金額　
▶基本分　1世帯あたり100万円
▶子育て加算分　18歳未満の養育する世帯員1人

につき100万円（最大2人まで）
▶ひとり親世帯加算　1世帯あたり100万円
※あおもり移住支援事業との併給はできません。
　（ひとり親世帯加算分は除く）

申請期限　令和8年1月30日（金）

問合せ　交流推進課　☎0178-38-5961
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入居募集住宅
住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃

ひろば台団地　A-13号 H26年度 木造平屋建 2LDK 2万1900円～3万2700円/月

ひろば台団地　A-17号 H27年度 木造平屋建 2LDK 2万2100円～3万3000円/月

森越団地　12号 H14年度 木造2階建 3DK 1万8800円～2万8000円/月

第二苫米地駅前団地　A-18号 H21年度 木造2階建 3LDK 2万4200円～3万6100円/月

現地見学会　(現地集合・現地解散)　ご希望される方は、事前に建設課までご連絡ください。
開催日 時間 住宅名

【1回目】
6月20日（金）

【2回目】
6月22日（日）

9時30分～9時45分 ひろば台団地（2戸）　　　　※集合場所：A-13号

10時00分～10時15分 森越団地（1戸）　　　　　　※集合場所：12号

10時30分～10時45分 第二苫米地駅前団地（1戸）　※集合場所：A-18号

※見学会にお越しの際は、交通ルールを遵守し、近隣住民への迷惑とならないようご協力をお願いします。
問合せ・申込み　建設課　☎0178-38-5966

入居資格
▶同居または同居しようとする親族がいる
▶入居者と同居者の合計所得が月額15万8000円

以下
▶住宅に困窮している
▶税金を滞納していない
▶入居者全員が暴力団員ではない

入居申込み
入居申込書を記入し、6月11日（水）～30日

（月）13時までに建設課・福地支所・南部支所
のいずれかに提出してください。

なお、希望者が複数の場合は、住宅に困窮す
る度合いの高い方から決定します。

町営住宅　入居者募集

結婚新生活支援補助金のお知らせ
結婚して新生活を始める夫婦を応援するため、

住まいにかかる費用を補助します。
対象世帯　以下の要件を全て満たす世帯
▶令和7年4月から令和8年3月までに婚姻
▶夫婦ともに婚姻日における年齢が39歳以下
▶前年の夫婦の合計所得が500万円未満
▶夫婦ともに町に居住し、町税の滞納がない
※その他要件あり。詳細はホームページをご確

認ください。

対象費用
　住宅取得経費、住宅賃貸費用、引越費用、リ

フォーム費用
補助金額　上限30万円
申請期限　令和8年3月31日（火）
　※申請希望の方は事前にご連絡ください。

問合せ　交流推進課　
☎0178-38-5961
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連携中枢都市圏の取り組みを紹介します⑩
女性活躍促進事業

八戸圏域では、18～49歳の女性の更なる活躍
を促進するため、ビジネススキルの向上や異業
種交流を目的とした２年間の登録制講座「女性
チャレンジ講座」を実施しています。

本講座では、様々な業種・職種の同期生に加
え、前年度からの受講生や次年度新規受講生と
も交流でき、幅広いネットワーク形成が期待さ
れます。また、学んだスキルは仕事だけでなく
地域活動や家庭での実践的な応用も可能です。

問合せ
▶ 八戸市　政策推進課（連携中枢都市圏全般）
　☎0178-43-9248
▶八戸市　市民連携推進課（女性活躍促進事業）
　☎0178-43-9217

八戸地域広域市町村圏事務組合　令和7年度当初予算
組合の基本的事業の収入・支出を経理する、

令和7年度の一般会計予算は84億4600万円で、
昨年度より5億1900万円の増額となりました。

支出の主なもの 予算額
消防や救急の業務などに 47億6326万円
し尿やごみの処理などに 28億9105万円
組合債の元金・利子の支払いに 6億7582万円
介護認定審査会の運営などに 9341万円
その他、議会や組合の運営などに 2246万円

計 84億4600万円

財源となる収入の約8割は構成市町村から支
出される負担金で、69億3740万円です。

市町村名 負担金額
八戸市 50億8560万円
三戸町 2億171万円
五戸町 2億9051万円
田子町 1億6078万円
南部町 3億8511万円
階上町 3億6033万円
新郷村 8609万円

おいらせ町 3億6727万円
計 69億3740万円問合せ　八戸地域広域市町村圏事務組合事務局

　　　　☎0178-43-9556

スポーツ協会名称変更・体育施設利用ガイドラインについて

「南部町スポーツ協会」へ名称変更
南部町体育協会は、「南部町スポーツ協会」

へ名称を変更いたしました。
今後とも、地域のスポーツ振興に邁進してま

いりますので、よろしくお願いいたします。
問合せ　名川B&G海洋センター
　　　　（南部町スポーツ協会事務局）
　　　　☎0178-76-3310

町内体育施設の利用方法について
町内体育館及び町内運動公園の利用方法につ

いて、ガイドラインを作成しましたので、各施
設をご利用の場合は必ずご確認ください。

運動公園利用
ガイドライン

体育館利用
ガイドライン
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三
戸
南
部
氏
の
中
心
居
館
・
聖

寿
寺
館
跡
の
約
３
０
０
㍍
南
に
立

地
す
る
馬ば

ば
た
て

場
館
跡あ

と

。

　
馬
場
館
跡
は
当
時
の
物
流
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
馬
淵
川
に
加
え
、
東

北
地
方
を
縦
断
す
る
奥
州
街
道

と
、
八
戸
・
鹿
角
街
道
と
の
交
差

点
に
あ
り
、
ま
さ
に
交
通
の
要
衝

に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。

　
馬
場
館
は
天
正
６（
１
５
７
８
）

年
、
26
代
南
部
信の

ぶ
な
お直

の
時
代
に
築

城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

（『
北ほ

く
お
う奥

路ろ
て
い
き

程
記
』）。

　
し
か
し
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
の
試
掘
調
査
で
は
、
15
世
紀
初

頭
～
中
頃
に
流
通
し
た
青
磁
碗
が

出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と

も
聖
寿
寺
館
と
同
様
に
15
世
紀
段

階
か
ら
営
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
当
時
の
馬
場
館
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
構
造
の
城

館
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

残
念
な
が
ら
、
馬
場
館
跡
か
ら

は
肝
心
の
堀
跡
が
見
つ
か
っ
て
い

な
い
た
め
、
明
確
に
、
ど
こ
か
ら

ど
こ
ま
で
が
馬
場
館
跡
の
範
囲
な

の
か
は
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
馬
場
館
跡
か
ら
は
虎

口
と
呼
ば
れ
る
城
館
の
出
入
口
が

古
町
側
に
３
か
所
、
三
戸
側
に
１

か
所
あ
り
、
今
で
も
ク
ラ
ン
ク
し

た
桝
形
状
の
地
形
や
切
通
し
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
あ
る
程
度
の
範

囲
は
推
定
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
現
在
の
馬
場
集
落
と
本

三
戸
八
幡
宮
と
の
間
は
戦
後
の
土

取
り
工
事
で
削
平
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
当
時
は
つ
な
が
っ
て

お
り
、
馬
場
館
は
本
三
戸
八
幡
宮

ま
で
を
含
め
た
東
西
に
長
い
舌

ぜ
つ
じ
ょ
う状

台だ
い
ち地

上
に
つ
く
ら
れ
た
城
館
で

あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

本
三
戸
八
幡
宮
全
体
を
詳
細
に

測
量
し
た
結
果
、
参
道
と
は
別

に
、
戦
国
城
館
だ
っ
た
頃
の
ジ
グ

ザ
グ
状
に
折
れ
曲
が
っ
た
出
入
口

や
、
防
御
を
固
め
る
た
め
に
急
斜

面
に
改
変
し
た
切き

り

岸ぎ
し

、
帯お

び

曲く
る

輪わ

、

土ど

塁る
い

の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
八
幡
宮
東
側
に
は
東

西
約
１
０
０
㍍
×
南
北
75
㍍
の
室

町
・
戦
国
時
代
に
遡
る
可
能
性
が

あ
る
長
方
形
地
割
も
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
馬
場
集
落
の
あ

る
台
地
全
体
か
ら
本
三
戸
八
幡
宮

ま
で
が
城
館
だ
と
す
る
と
、
聖
寿

寺
館
よ
り
も
規
模
が
遥
か
に
大
き

く
な
る
一
方
、
城
館
に
は
必
須
の

堀
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
当

主
の
一
族
や
有
力
家
臣
が
い
た
と

は
考
え
に
く
く
、
地
名
の
通
り
、

馬
を
教
練
す
る
た
め
の
「
馬
場
」

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
南
部
氏
の
場
合
は
、

た
だ
の
「
馬
場
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
南
部
氏
は
都
で
数
倍
の
価
格

で
取
引
さ
れ
る
高
級
馬
を
生
産
し

て
い
ま
し
た
か
ら
、
大
量
の
馬
を

出
荷
前
に
教
練
す
る
「
馬
場
」
は

極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
し
た
。

当
時
、
南
部
氏
が
生
産
し
た
高

級
馬
は
現
代
の
ベ
ン
ツ
や
フ
ェ

ラ
ー
リ
な
ど
の
高
級
外
国
車
に
例

え
ら
れ
ま
す
が
、
馬
場
館
は
こ
れ

ら
の
車
を
調
整
す
る
工
場
や
試
走

の
た
め
の
サ
ー
キ
ッ
ト
、
そ
し
て

全
国
各
地
か
ら
集
結
し
た
武
士
や

歴
史
発
見

「
な
ん
ぶ
が
く
」

歴
史
連
載

知
ら
れ
ざ
る
戦
国
城
館
の
痕
跡
③

謎
の
巨
大
城
館
　
馬
場
館
跡

其の丗六

15世紀の青磁碗破片
（馬場館跡出土）

商
人
た
ち
に
売
買
す
る
た
め
の
パ

ビ
リ
オ
ン
（
展
示
場
）
に
相
当
す

る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
「
戸へ

」
ご
と
に
ブ
ラ

ン
ド
化
さ
れ
た
馬
を
一
同
に
集
め

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

馬
は
南
部
氏
に
と
っ
て
、
最
上

位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
戦
略
資
源

で
し
た
。

そ
の
た
め
、
管
理
の
し
や
す
さ

か
ら
「
馬
場
」
が
本
居
地
・
聖
寿

寺
館
に
隣
接
す
る
防
御
性
が
高
い

台
地
に
営
ま
れ
、
か
つ
、
馬
を
出

荷
し
や
す
い
街
道
筋
に
置
か
れ
た

の
も
頷
け
る
わ
け
で
す
。

文
責

　
史
跡
対
策
室

　
布
施
和
洋馬場館跡と奥州街道（北から空撮）
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☎0178-84-2850

★朝風呂営業 360円
6時～8時�受付7時30分まで

★今月の休館日

17日（火）～19日（木）

★6月生まれの方プール割引

大人 600円 小人 400円

展示処「めへぇる」作品展示者を大募集＆大歓迎！

★無料利用券・お食事利用

5名様から 無料送迎

南部町産にこだわる 土産処「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品
ウー・デ・ゴールドシードル　750ｍｌ　2310円

南部町産のりんごをふんだんに使用した、ドライでシャープな味わいの辛
口クラフトシードルです。※数量限定販売

土産処「あんべぇる」は、町内で生産・加工された特産品60種類以上を
一堂に販売している県内唯一の販売店です。ぜひ友人、知人、お取引先様に
贈答品、お土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

南部町消防団応援事業 団員と同居ご家族　温泉・プール・御宿泊・お食事は特別割引料金実施中

各種芸術作品・アート作品等　展示者募集
バーデパークの展示処「めへぇる」では、作品展示者を大募集しております。
条件　南部町在住・出身の方・南部町にゆかりのある方
　　※詳しくはバーデパークまでお問合せください。

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
「福地おはなしの会」の皆さんによる読み聞かせ

です。未就学のお子さんは、保護者同伴でお越しく
ださい。
日時　6月22日（日）　10時30分～11時
場所 名川中学校図書室1階（町民図書室）

《おすすめセレクション》

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　6月9日㈪、16日㈪、23日㈪、30日㈪
問合せ　☎0178-76-3121

《今月の新刊》
◆南部ふるさとの料理 三浦　忠司
◆笹餅おばあちゃんの手でつくる暮らし 桑田　ミサオ
◆天狼 今野　敏
◆人生劇場 桜木　紫乃
◆ブレイクショットの軌跡 逢坂　冬馬
◆遊園地ぐるぐるめ 青山　美智子
◆歌舞伎町ララバイ 染井　為人
◆杉森くんを殺すには 長谷川　まりる
◆とびきりおいしいおうちごはん 野村　友里
◆生成AIでなにができる? 山田　誠二

漬け込み時期や食べ頃が分
かるカレンダーが有り、初め
て作る人にも、おすすめ！「梅」
を利用した調味料や料理など
のレシピと、初夏の保存食の
作り方も紹介しています。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/

今年こそ、梅しごと 杵島　直美　著
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6 June
5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON

芦屋　一般戦 徳山　一般戦 唐津　一般戦 三国　一般戦 徳山　一般戦 鳴門　一般戦 唐津

三国
一般戦 鳴門　一般戦 三国　一般戦 芦屋　GⅢウエスタンヤング 唐津　一般戦 三国　男女W優勝戦 徳山

唐津　G Ⅰ全日本王者決定戦 平和島　一般
戦（薄暮）

浜名湖　GⅢオールレディース
（薄暮） 常滑　GⅢマスターズリーグ 戸田　SGグランドチャンピオン 津

多摩川　GⅢオール
レディース（薄暮） 津　ヴィーナスシリーズ 戸田 多摩川　GⅢイースタンヤング

（薄暮） 尼崎　一般戦 平和島　一般戦（薄暮） 尼崎
一般戦

住之江
一般戦 桐生　G Ⅰ赤城雷神杯 丸亀 住之江　一般戦 若松　G Ⅲオールレディース 住之江　ヴィーナスシリーズ

蒲郡
一般戦 大村　一般戦 蒲郡　一般戦 桐生　一般戦 大村　一般戦 桐生　一般戦

デーレース ナイターレース

役立っています!ボートピアなんぶ交付金
　ボートピアなんぶ交付金は「笑顔あふれるまちづくり支援事業」として、地域の持つ個性、環境、
伝統などを活かし、地域住民が主体的に進める町づくりのための活動を支援しています。

モーニングレース

福
地
短
歌
会

家
解
き
し
敷
地
の
跡
に
春
ひ
な
た
群
れ
て
匂
は
ぬ
は
こ
べ
ら
の
花

川
守
田
慶
三

雪
解
け
の
水
に
ク
レ
ソ
ン
青
々
と
背
伸
び
し
ゆ
ら
ぐ
も
春
の
一
興

奥
寺　

睦
子

寮
室
の
窓
よ
り
見
ゆ
る
道
ば
た
の
松
葉
の
中
に
新
芽
立
ち
く
る

工
藤　

裕
正

ま
ど
ろ
め
ば
目
蓋
が
と
う
ろ
り
降
り
る
如
夕
日
が
山
に
静
か
に
没
り
ぬ

坂
上　

傳
吉

山
ざ
く
ら
緑
の
な
か
に
淡
く
咲
き
山
の
ほ
と
り
も
明
る
く
映
や
す

根
市　

政
志

里
山
に
う
ぐ
ひ
す
の
声
き
き
な
が
ら
若
葉
さ
や
げ
る
山
道
を
ゆ
く

水
梨　

正
夫

な
ん
ぶ
短
歌
会

悲
し
み
も
苦
し
み
も
消
え
今
は
た
だ
残
る
命
を
い
と
ほ
し
む　

春

七
日
市
朱
花

芋
掘
り
に
顔
黒
く
な
り
し
仲
間
ら
と
笑
い
つ
つ
飲
む
休
み
の
ジ
ュ
ー
ス

糠
塚　

み
つ

桃
の
花
春
待
ち
焦
が
れ
咲
く
畑
の
季
節
は
進
め
ど
我
が
身
変
ら
ず

馬
場　

昭
子

あ
の
頃
の
明
る
き
笑
顔
浮
か
ぶ
ゆ
ゑ
施
設
の
友
の
見
舞
ひ
に
行
け
ず

佐
々
木
冴
美

散
る
さ
ま
も
優
雅
と
想
ふ
風
の
な
き
狭
庭
に
ひ
か
る
山
吹
の
花

八
木
田
順
峰

若
　
草
　
会

新
し
い
タ
オ
ル
を
出
し
て
洗
顔
す
肌
に
や
さ
し
く
鏡
も
見
て
る

中
野　

静
子

ふ
く
ら
み
し
す
み
れ
の
つ
ぼ
み
に
く
り
返
し
声
か
け
今
朝
は
一
輪
開
く

一
ノ
渡　

綮

う
ら
ら
か
に
色
ど
り
に
ぎ
は
ふ
花
々
に
庭
の
蛙
の
あ
る
じ
顔
か
な

藤
野　

幸
枝

ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー「
ら
く
ら
く
ホ
ン
」が
欲
し
い
の
に
年
寄
り
く
さ
い
と
息こ子
は
つ
っ
ぱ
ね
る

向
山　

敦
子

新
天
地
た
ず
ね
て
遥
か
宮
古
島
へ
流
る
る
島
唄
龍
宮
の
海

上
山　

散
歩

行
っ
て
来
ま
す
わ
く
わ
く
詰
め
た
ラ
ン
ド
セ
ル
見
送
る
親
も
新
入
生
に

工
藤　

孔
子

目
新
し
き
こ
と
ば
求
め
て
辞
書
め
く
り
水
仙
眺
む
る
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

風
香
る
朝
の
畑
に
水
仙
の
白
き
花
摘
む
遺
影
の
夫
へ

石
塚　

剛
子

柚
子
浮
か
ぶ
湯
舟
の
香
り
爽
や
か
に
ゆ
っ
く
り
癒
や
す
ひ
と
日
の
疲
れ

奥　

ム
ツ
子

母
生
き
し
歳
月
想
ひ
解
き
ゐ
る
大
島
紬
の
縫
ひ
目
が
細
し

山
下　

幸
枝

あ
か
ぎ
れ
の
絆
創
膏
が
徐
々
に
減
り
春
は
静
か
に
手
肌
う
る
お
す

木
村
ひ
な
子

点
滴
に
命
を
つ
な
ぎ
桜
咲
く
春
を
待
て
ど
も
叶
は
ず
息
子

相
馬　

幸
子

啼
く
鳥
に
目
覚
め
て
今
朝
も
ヨ
イ
シ
ョ
ッ
と
踏
み
出
す
も
待
て
先
ず
は
コ
ー
ヒ
ー

安
ケ
平
千
代
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南
部
町
精
神
障
が
い
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
、
会
員
が

精
神
疾
患
を
持
つ
方
の
家
族
や
、

本
人
の
相
談
に
個
々
に
応
じ
て
い

ま
す
。
悩
み
を
共
有
し
て
一
緒
に

乗
り
越
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

日
時

　
６
月
27
日
（
金
）

　
　
　
７
月
11
日
（
金
）

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
要
予
約

　
１
日
２
件

　
　
　
　
　（
１
件
１
時
間
程
度
）

場
所

　
ぼ
た
ん
の
里

　
２
階

申
込
み

　
会
員

　
野
田
・
中
村

　
野
田
携
帯

　

　
☎
０
９
０・２
６
０
０・５
３
８
５

　
中
村
携
帯

　

　
☎
０
９
０・２
５
６
１・３
０
１
２

※
連
絡
は
、
10
時
～
16
時
ま
で

う
つ
症
状
や
妄
想
、
不
安
な
ど

の
心
の
問
題
に
つ
い
て
、
健
康
相

談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
７
月
７
日
（
月
）

　
　
　
14
時
～
16
時

相
談
医　
青
森
県
立
保
健
大
学
教
授

（
精
神
科
医
師
）　
大
山

　
博
史

　
氏

場
所

　
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
本
人
、
家
族
な
ど

　
　
　
　

4
組
ま
で
（
要
予
約
）

料
金

　
　
無
料

申
込
期
限

　
６
月
27
日
（
金
）

※
精
神
科
・
心
療
内
科
で
治
療
を

受
け
て
い
る
方
は
、
主
治
医
へ

相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
健
康
こ
ど
も
課

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

「
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
受

診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
」
な
ど
の

不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
度
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　
６
月
16
日
（
月
）
9
時
～
16
時

※
前
日
ま
で
に
要
電
話
予
約

場
所

　
健
康
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の
情

お知らせ
information

行政相談・人権相談
日時　7月3日㈭　13時～15時
場所　�福地支所、いちょうホー

ル、南部公民館
問合せ
▶行政相談は総務課

☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

休日窓口開庁日
期日　6月21日（土）
　　　7月5日（土）・19日（土）
時間　8時15分～12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録、

マイナンバーカード事務
コンビニ交付
　マイナンバーカードを使用して

コンビニ等で住民票・印鑑証明書・
戸籍証明書・附票が取得できます。

利用時間　6時30分～23時
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和7年5月19日現在）

対先月比
人　口 16,005人 （－35）
男 7,632人 （－7）
女 8,373人 （－28）

世帯数 7,363世帯 （－4）

報
交
換
を
し
た
り
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ

か
、
専
門
職
に
悩
み
を
相
談
で
き

る
場
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

日
時

　
６
月
26
日
（
木
）

　
　
　
14
時
～
15
時

参
加
料

　
２
０
０
円（
飲
み
物
付
き
）

場
所　
地
域
交
流
カ
フ
ェ
雅

　
下
名
久
井
字
如
来
堂
５
―
１

問
合
せ　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
蒼

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
８
９
６
３

八
幡
の
ゆ　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

日
時

　
６
月
21
日
（
土
）

　
　
　
14
時
15
分
～
15
時
30
分

参
加
料

　
１
０
０
円

　（
飲
み
物
・
お
菓
子
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

　
八
幡
の
ゆ

　
小
向
字
八
幡
19
―
1

　
☎
０
１
７
9
・
23
・
３
６
８
０

も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
の

お
知
ら
せ

「
家
族
同
士
の
個
別
相
談

会
」
の
開
催

広告
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自
動
車
税
種
別
割
は
６
月
30
日

（
月
）
ま
で
に
、
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
通
知
書
の
表
面
に
あ
る

「eL-Q
R

」
を
読
み
取
る
こ
と
で
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
か
ら
で
も
納
付
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
ま
た
は

口
座
振
替
を
利
用
し
て
納
付
し
た

場
合
、
納
税
証
明
書
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
自
動
車
税
種
別
割
の

納
付
確
認
が
電
子
化
さ
れ
て
い
る

た
め
、
車
検
用
の
納
税
証
明
書
の

提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
三
八
県
税
事
務
所

　

　
　
　
　
納
税
管
理
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

日
時

　
８
月
５
日
（
火
）
14
時
～
16
時

場
所

　
八
戸
市
立
市
民
病
院

対
象
者
・
定
員　
小
学
生
以
上
の

子
ど
も
と
保
護
者

　
25
組（
無
料
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
期
間

　
７
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　
　
～
７
月
10
日
（
木
）

問
合
せ
・
申
込
み

　
八
戸
市
保
健
総
務
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
０
７
０
６

日
時

　
７
月
15
日
（
火
）

　
　
　
16
時
～
16
時
55
分

場
所

　
住
谷
野

　
鴛
鴦
殿（
三
戸
町
）

講
師

　
君
塚

　
明
宏

　
氏

　
　
　
　（
総
務
省
自
治
行
政
局
）

参
加
料

　
無
料

申
込
期
限

　
７
月
７
日
（
月
）

問
合
せ
・
申
込
み

　
八
戸
市
政
策
推
進
課

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
９
２
４
８

職
種　
溶
接
工
又
は
溶
接
見
習
い

採
用
人
数　
３
名

賃
金　
日
給
７
５
０
０
円
～

　
　
　
　
　
１
万
２
０
０
０
円

※
技
術
に
よ
り
決
定

※
通
勤
手
当
あ
り

※
現
場
の
時
は
手
当
１
日
５
０
０
円

就
業
場
所　
法
師
岡
大
平
１
︲
６

就
業
時
間　
８
時
～
17
時

　
　
　
　
　（
休
憩
２
時
間
含
）

休
日　

土
・
日
・
祝
・
年
末
年

始
・
お
盆
（
会
社
カ
レ
ン
ダ
ー

に
よ
り
年
間
１
２
４
日
）

※
溶
接
経
験
者
優
遇
。

※
初
心
者
で
も
応
募
可
能
。

※
短
期
間
お
手
伝
い
で
き
る
方
も

応
募
可
能
。

問
合
せ　
（
有
）　
百
目
木
工
業

　
☎
０
１
７
８
・
84
・
４
８
８
１

町
で
は
、
身
体
ま
た
は
知
的
障

が
い
の
あ
る
方
の
相
談
や
更
生
に

必
要
な
助
言
を
す
る
た
め
に
、
障

害
者
相
談
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員

▼
大
向

　
照
雄
さ
ん

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
８
１
４

▼
馬
場

　
隆
さ
ん

　
☎
０
１
７
９
・
34
・
２
８
０
１

▼
島
守

　
由
季
子
さ
ん

　
☎
０
１
７
８
・
84
・
４
３
７
４

知
的
障
害
者
相
談
員

▼
夏
堀

　
真
理
子
さ
ん

　
☎
０
１
７
８
・
75
・
１
６
７
６

学
ぼ
う
！
夏
休
み
一
次
救
命

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
内

納
付
の
お
願
い

八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏

の
形
成
に
関
す
る
講
演
会

町
誘
致
企
業
の
求
人
情
報

有
限
会
社　
百
目
木
工
業

問
合
せ

　
福
祉
介
護
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

障
害
者
相
談
員

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

6月24日（火）

広告 広告

広告
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町営市場の販売状況（4月16日～5月15日）
品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円）�

サンふじ（りんご） 11,639 2,913 250 225

いちご 202 189 936 1,006

長芋 27,080 7,358 272 196

にんにく 7,401 12,624 1,706 1,443

長芋の種 5,490 990 180 315

ゴボウ 1,836 765 417 188

短根人参 3,630 596 164 142

きゅうり 5,310 1,787 337 369

キャベツ 3,330 591 178 225

ねぎ 5,620 1,502 267 291

ウルイ 146 106 723 640

ほうれん草 1,581 758 479 502

小松菜 135 77 570 393

アスパラガス 115 216 1,875 1,943

タラの芽 310 979 3,155 2,440

シイタケ 556 483 869 835

6・7月の休場日
6月　8日（日）・9日（月）・11日（水）・15日（日）・18（水）・22日（日）・
　　25日（水）・29日（日）
7月　2日（水）・6日（日）・9日（水）・13日（日）・16日（水）・20日（日）・
　　21日（月）・23日（水）・27日（日）・30日（水）

町営市場をご利用の皆さんへ
市場販売代金を現金（窓口）扱いで登録されている方は、口座振

込への変更手続きをお願いします。
問合せ　町営市場　☎0179-22-0011

南部町医療センターからの
お知らせ  ☎0178-76-2001

眼科
受付13時15分まで
※初診者は13時まで
診療13時～

青森労災病院医師
毎月　第2水曜日・第4水曜日

泌尿器科 要予約
診療13時～

青森労災病院医師
6月10日（火）・16日（月）・24日（火）・30日（月）

耳鼻咽喉科 受付15時まで
診療14時～15時30分

八戸市立市民病院医師・弘前大学医学部附属病院医師
毎週　月曜日・金曜日

循環器内科 受付15時まで
診療14時～16時30分

八戸赤十字病院医師　
毎月　第1水曜日・第3水曜日

さくらんぼ狩り 6月20日（金）から
7月15日（火）まで（予定）

問合せ・受付　ながわ農業観光案内所　☎0178-76-3020
〒039-0501　南部町大字上名久井字大渋民山23-2

料金（40分食べ放題）
▶中学生以上　1300円
▶小学生　900円
▶3歳以上　400円
※団体のお客様（10名以上）

ご予約が必要です。

広告

広告
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発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-38-5971

第 80号

　少しでも身近な議会広報となるよう、 今年度の議会だよりの表紙は、

　「町のイベント」 と 「人」　をテーマとしています！

南部町ぼたんまつりは、なんぶこども園の園児による元気いっぱいの南部町ぼたんまつりは、なんぶこども園の園児による元気いっぱいの「よっちょれ」の披露などで「よっちょれ」の披露などで

 開園し、５月下旬にはぼたんの花が見頃を迎え、園内を鮮やかに彩りました。 開園し、５月下旬にはぼたんの花が見頃を迎え、園内を鮮やかに彩りました。

あ ら ま し

▽　常任委員会報告（28㌻～29㌻）
▽　３月臨時会の主な議案（30㌻）
▽　有権者に聞く～名農生の声～（31㌻）

▽　3月定例会の主な議案（22㌻～24㌻）
▽　議案に対する主な質疑（25㌻～26㌻）
▽　一般質問
　⇒　町の発展と繁栄を目指す商工業政策の推進を。（27㌻）

広報なんぶちょう 6月号21



主な議案（第1３０回定例会）

工事が完了した福地橋工事が完了した福地橋

を
行
う
た
め
、
公
共
施
設

整
備
基
金
積
立
金
に
１
億

　

８
２
９
１
万
２
千
円
を
追

加
し
た
。

※　
ほ
か
５
つ
の
特
別
会
計

に
お
い
て
、
決
算
見
込
み

に
よ
る
事
業
費
減
額
な
ど

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
各
特
別
会
計
予
算

▼　
令
和
７
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
１
２
８
億
２
千

  

万
円
、
前
年
度
と
比
較

し
て
13
億
２
千
万
円

（
11
・
５
％
）
の
増
と
な

り
、
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
町
の
総
予
算
額
は

２
４
０
億
２
７
１
９
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
す
る

と
14
億
９
６
３
８
万
円

主
な
議
案

予
　
算

予
　
算 令

和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

（
６・６
％
）
の
増
と
な
っ

た
。

　
　

一
般
会
計
の
主
な
事

業
は
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
保
育
料
の
無
償
化
を

含
む
、
子
育
て
支
援
事
業

に
約
２
億
１
千
万
円
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に

よ
る
「
ス
マ
ー
ト
窓
口
」

を
は
じ
め
と
す
る
D
Ｘ
推

進
事
業
に
約
１
億
４
千
万

円
、
防
災
行
政
用
無
線
更

新
工
事
に
約
８
億
７
千
万

円
、
旧
福
田
集
会
所
跡
地

に
予
定
し
て
い
る
重
機
車

庫
の
建
設
事
業
に
約
２
億

円
、
南
部
支
所
の
改
修
に

よ
る
展
示
収
蔵
施
設
整
備

　
第
１
３
０
回
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
の

11
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
各
会
計
当
初
予
算
や
条

例
の
一
部
改
正
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
１
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

第第
130130
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

定定
例例
会会

事
業
に
約
３
億
５
千
万
円

な
ど
。

※　

詳
細
は
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

ま
し
た
。

■
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

▼　

事
業
費
の
確
定
や
決

算
見
込
み
に
基
づ
き
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
１
億
９
６
８
６
万

円
を
減
額
し
、
総
額
を

１
２
０
億
２
１
８
２
万
７

　
千
円
と
し
た
。

　
　

ま
た
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
基
づ
く
計

画
的
な
施
設
整
備
や
修
繕

に
よ
り
、
請
負
代
金

８
９
３
４
万
２
千
円
に

81
万
４
千
円
を
追
加
す
る

も
の
。

  【
契
約
の
相
手
方
】

　
夏
堀
工
務
店
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役　
夏
堀
陽
子　

専
決
処
分

専
決
処
分

専
決
処
分

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部

を
変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
福
地
橋
橋
梁
補
修
7
号

工
事
）

▼　

部
材
の
寸
法
変
更
、

交
通
誘
導
警
備
員
の
増

１
２
８
億
２
千
万
円
を
可
決

１
２
８
億
２
千
万
円
を
可
決
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主な議案（第1３０回定例会）

■
交
通
安
全
条
例
の
一
部
改

正
▼　

道
路
交
通
法
と
の
整

合
性
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
に
関
す
る

町
が
実
施
す
べ
き
事
項
を

明
文
化
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▼　

仕
事
と
生
活
の
両
立
支

援
の
拡
充
を
目
的
と
す
る

■
農
林
漁
業
体
験
実
習
館

チ
ェ
リ
ウ
ス
条
例
の
一
部

改
正

▼　

物
価
高
騰
や
人
件
費
の

引
き
上
げ
に
よ
る
経
費
の

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

チ
ェ
リ
ウ
ス
の
宿
泊
料
を

10
％
程
度
増
額
す
る
改
正

を
行
っ
た
。
※
宿
泊
料
の

詳
細
は
左
表
の
と
お
り
。

条
　
例

条
　
例

　
「
育
児
休
業
、
介
護
休
業

等
育
児
又
は
家
族
介
護
を

行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関

す
る
法
律
」
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
勤
務
時
間
に
配

慮
す
べ
き
職
員
の
対
象
を

拡
大
す
る
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

▼　
青
森
県
人
事
委
員
会
か

ら
の
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
報
告
お
よ
び
勧
告
に

準
じ
て
、
令
和
7
年
4
月

1
日
以
後
の
職
員
の
給
料

月
額
お
よ
び
諸
手
当
の
支

給
額
を
改
め
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正

▼　
手
数
料
の
免
除
対
象
を

明
確
に
す
る
ほ
か
、
字
句

を
修
正
す
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

■
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

等
の
一
部
改
正

▼　

福
地
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
多
目
的
研
修
セ
ン

タ
ー
、
特
用
林
産
物
加
工

セ
ン
タ
ー
の
3
施
設
に
つ

い
て
、
老
朽
化
に
よ
る
解

体
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
条
例
の
廃
止
ま
た

は
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

▼　

名
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
令
和
7
年
3

月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
制
定

▼　

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法

に
基
づ
き
、
犯
罪
被
害
者

等
が
必
要
と
す
る
支
援
を

提
供
す
る
た
め
の
施
策
を

総
合
的
に
推
進
し
、
犯
罪

被
害
者
等
を
共
に
支
え
る

地
域
社
会
の
実
現
を
図
る

た
め
、
新
た
に
条
例
を
制

定
し
た
。

■
消
防
団
員
の
定
員
、
任

用
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼　

消
防
団
員
の
定
数
を
実

状
に
即
し
、
７
０
３
人
か

ら
６
７
０
人
に
改
め
る
ほ

か
、
よ
り
柔
軟
な
体
制
で

団
員
を
確
保
す
る
た
め
、

団
員
資
格
に
関
す
る
規
定

を
見
直
す
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

１室
１～２人

区　分 改定前 改定後

宿

泊

料

(

１

人

当

た

り

)

洋室
２食
付き

１室
１人

大人
小学生

１室
２人

夕食
付き

朝食
付き

―

―

大人小学生ともに
7,150 円

素泊
まり

―
大人小学生ともに

6,050 円

大人小学生ともに
6,050 円

大人小学生ともに
4,950 円

和室

２食
付き

１室
３人

１室
４人

夕食
付き

―

朝食
付き

―

素泊
まり

―

8,800 円
8,250 円

大人
小学生

8,525 円
7,975 円

大人
小学生

8,250 円
7,700 円

大人
小学生

7,700 円
7,150 円

大人
小学生

7,425 円
6,875 円

大人
小学生

7,150 円
6,600 円

大人
小学生

7,150 円
6,600 円

大人
小学生

大人小学生ともに
7,700 円

大人小学生ともに
6,600 円

大人小学生ともに
6,600 円

大人小学生ともに
5,500 円

9,900 円
9,075 円

大人
小学生

9,625 円
8,800 円

大人
小学生

8,800 円
7,975 円

大人
小学生

8,800 円
7,975 円

大人
小学生

8,525 円
7,700 円

大人
小学生

8,250 円
7,425 円

大人
小学生

7,700 円
6,875 円

チェリウス料金表（令和７年６月１日から改定）

668 659
643 638

550
580
610
640
670
700

R3 R4 R5 R6

南部町消防団員数の推移人
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主な議案（第1３０回定例会）

■
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

  【
指
定
管
理
者
】　

  

名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

１
０
１
人
会

■
な
ん
ぶ
ふ
る
さ
と
物
産
館

  【
指
定
管
理
者
】　

　
南
部
七
草
会

■
財
産
の
取
得

　
（
令
和
７
年
度
中
学
校
教

師
用
教
科
書
お
よ
び
指
導

用
教
材
）

▼　

教
師
用
教
科
書
２
０
１

冊
、
指
導
用
教
材
１
９
９

組
を
購
入
す
る
も
の
。

  【
売
買
代
金
】

７
９
４
万
９
７
４
１
円

  【
契
約
の
相
手
方
】

株
式
会
社
北
村　

　
代
表
取
締
役　
北
村
将
彦

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

命　
▼
高
橋　
力
也　
氏（
八　
戸
）

  【
任
期
】　

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

▼
山
田　
和
彦　
氏（
斗　
賀
）

  【
任
期
】　

　

令
和
７
年
３
月
16
日
か
ら

令
和
11
年
３
月
15
日
ま
で
。

■
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

▼
委
員
16
名　

山
田　
憲
幸　
氏（
椛　
木
）

　
夏
堀　
健
一　
氏（
苫
米
地
）

三
浦
恵
美
子　
氏（
福　
田
）

夏
坂
元
一
朗　
氏（
片　
岸
）

川
守
田
雄
一　
氏（
剣　
吉
）

　
石
橋　
　
薫　
氏（
上
名
久
井
）

中
村　
文
男　
氏（
鳥　
谷
）

川
門
前
俊
文　
氏（
下
名
久
井
）

梅
内　
道
子　
氏（
斗　
賀
）

工
藤　
信
仁　
氏（
下
名
久
井
）

佐
々
木
一
雄　
氏（
相　
内
）

工
藤　
静
夫　
氏（
沖
田
面
）

赤
石　
敏
文　
氏（
赤　
石
）

黒
坂　
昭
彦　
氏（
平

）

石
塚　
正
義　
氏（
斗　
賀
）

佐
々
木
徳
志　
氏（
斗　
賀
）

  【
任
期
】　

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
。

■
大
字
上
名
久
井
財
産
区
管

理
会
委
員
の
選
任

▼
四
戸　
榮
二　
氏（
上
名
久
井
）

　
亀
田　
　
淳　
氏（
上
名
久
井
）

　
四
戸　
正
人　
氏（
上
名
久
井
）

  【
任
期
】　

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
。

■
大
字
平
財
産
区
管
理
会
委

員
の
選
任

▼
野
田　
　
寛　
氏（
平

）

　
橋
本　
正
志　
氏（
平

）

　
四
戸　
正
博　
氏（
平

）

  【
任
期
】　

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
。

■
大
字
平
字
下
平
外
14
字
財

産
区
管
理
会
委
員
の
選
任

▼
砂
庭　
周
平　
氏（
平

）

　
長
根　
喜
一　
氏（
平

）

　
西
村　
勝
久　
氏（
平

）

　
小
萩
沢
一
信　
氏（
平

）

　
中
村　
正
良　
氏（
平

）

  【
任
期
】　

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

▼
夏
堀
佐
枝
子　
氏（
苫
米
地
）

　
川
守
田
良
修　
氏（
埖　
渡
）

　
若
本　
正
彦　
氏（
鳥　
谷
）

  【
任
期
】　

　

令
和
７
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
10
年
６
月
30
日
ま
で
。

そ
の
他

そ
の
他

指
定
管
理

指
定
管
理

人
　
事

人
　
事

■
南
部
町
農
畜
産
物
加
工
処
理  

   
   

施
設　
そ
ば
の
里
け
や
ぐ

  【
指
定
管
理
者
】　

　
な
が
わ
百
笑
苦
楽
部

※
指
定
す
る
期
間
は
い
ず
れ

の
施
設
も
令
和
７
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
。

■
町
道
の
路
線
変
更

▼　
県
営
南
部
町
地
区
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
の

工
事
完
了
に
伴
い
、
既
存

の
町
道
の
起
点
部
お
よ
び

終
点
部
を
変
更
し
た
。

　
　
変
更
し
た
路
線
は
下
タ

町
・
伊
勢
堂
下
線
（
上
名

久
井
）、
一
ノ
渡
・
前
舘

線
（
平
・
法
光
寺
）、
舘

1
号
線
（
鳥
舌
内
）、
中

山
・
袖
ノ
沢
線（
鳥
舌
内
）。

契
　
約

契
　
約
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議案に対する主な質疑

の
内
容
と
林
道
整
備
の
考

え
は
。

　
　

  

西
野
耕
太
郎　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

  
森
林
整
備
事
業
は
、
青

森
県
民
有
林
や
造
林
補
助

実
施
事
業
に
基
づ
き
実
施

さ
れ
る
事
業
で
、
造
林
、

下
刈
り
、
保
育
間
伐
、
枝

打
ち
、
除
伐
の
事
業
に
対

し
て
、
三
八
地
方
森
林
組

合
、
八
戸
市
森
林
組
合
に

補
助
す
る
も
の
。
防
火
帯

と
し
て
の
林
道
・
作
業
道

の
整
備
に
つ
い
て
は
要
望

を
確
認
し
調
査
を
行
い
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
農
林
水
産
業
費
）

【
問
】　
鳥
獣
被
害
防
止
総
合

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
総
務
費
）

【
問
】　
合
併
20
周
年
記
念
の

企
画
内
容
は
。

　
　
　
　
　
工
藤
愛　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

  

20
周
年
記
念
の
町
勢
要

覧
の
発
行
、
記
念
式
典
・

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
実

施
、
新
聞
へ
の
広
告
掲

載
、
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

募
集
、
懸
垂
垂
れ
幕
の
掲

示
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
農
林
水
産
業
費
）

【
問
】　

岩
手
県
大
船
渡
市

で
の
森
林
火
災
の
状
況
か

ら
、
林
道
整
備
に
お
け
る

防
火
帯
の
重
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
森
林
整
備
事
業

対
策
事
業
に
お
け
る
、
報

酬
分
の
内
訳
は
。

久
保
利
樹　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　

実
施
隊
報
酬
と
し

て
、
１
回
の
出
動
あ
た
り

８
０
０
０
円
、
６
回
分
47

名
分
の
２
２
５
万
6
千

円
と
、
町
の
要
望
に
応

じ
て
出
動
し
た
場
合
に

１
回
８
０
０
０
円
、
50

回
分
で
40
万
円
の
合
計

２
６
５
万
６
千
円
分
を
計

上
し
た
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
商
工
費
）

【
問
】　
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
の
配

管
工
事
の
内
容
は
。

八
木
田
憲
司　
議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　

老
朽
化
に
よ
り
漏
水

の
お
そ
れ
が
あ
る
配
管
部

分
を
改
修
す
る
も
の
で
、

工
期
は
３
か
月
か
ら
４
か

月
、
ま
た
、
１
か
月
か
ら

１
か
月
半
の
間
、
休
館
を

予
定
し
て
い
る
。
工
事
日

程
に
つ
い
て
は
指
定
管
理

者
の
健
康
増
進
公
社
と
協

議
す
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
商
工
費
）

【
問
】　
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
ち
の

へ
の
組
織
の
概
要
と
活
動

内
容
は
。

　
　
　
　
川
守
田
稔　
議
員

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

八
戸
圏
域
の
８
市
町
村

（
八
戸
市
、
お
い
ら
せ
町
、

三
戸
町
、
五
戸
町
、
南
部

町
、
田
子
町
、
階
上
町
、

新
郷
村
）か
ら
構
成
さ
れ
、

各
市
町
村
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を

主
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
は

じ
め
と
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｂ

ｅ
Ｆ
Ｍ
で
制
作
す
る
ラ
ジ

オ
番
組
で
、
８
市
町
村
の

イ
ベ
ン
ト
や
観
光
情
報
等

を
発
信
し
て
い
る
ほ
か
、

各
市
町
村
の
観
光
関
係
職

員
な
ど
で
広
報
勉
強
会
な

ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
る
。

●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

八戸エリア応援企画イベントでの物販の様子八戸エリア応援企画イベントでの物販の様子

猟友会が箱わなを設置する様子猟友会が箱わなを設置する様子
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議案に対する主な質疑

まべち笑楽校が議会を傍聴
 ３月５日、まべち笑楽校（小笠原秀治
代表）の９名が第130回定例会（３月定
例会）を傍聴しました。
　令和３年７月に役場本庁舎が移転し
て以降初めて傍聴に訪れたという同団
体。議場内の照明や木の香り、発言者
にカメラが切り替わって表示されるディ
スプレイなどの設備・環境の変化に、　　

↙
主
な
質
疑
の
続
き

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
土
木
費
）

【
問
】　
住
宅
新
築
支
援
事
業

の
減
額
理
由
は
。

　
　
同
事
業
の
補
助
金
上
限

額
の
変
更
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
夏
堀
剛
充　
議
員

【
建
設
課
長
答
弁
】

　
申
請
件
数
が
令
和
５
年

度
が
２
件
、
令
和
６
年
度

が
１
件
と
い
う
実
績
に
応

じ
て
見
直
し
た
。　

　
　
上
限
額
は
こ
れ
ま
で
同

様
に
50
万
円
と
し
て
い
る

が
、
資
材
高
騰
が
続
い
て

い
る
状
況
も
あ
り
、
予
算

内
で
制
度
変
更
が
可
能
か

ど
う
か
考
え
て
い
き
た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
南
部

町
営
地
方
卸
売
市
場
特
別

会
計
・
歳
入
）

【
問
】　
受
託
販
売
収
入
が
前

年
度
と
同
額
計
上
と
な
っ

て
い
る
が
、
令
和
6
年
に

完
成
し
た
低
温
売
場
は
販

売
額
に
影
響
し
な
い
と
い

う
判
断
な
の
か
。

　
　
　
　
中
舘
文
雄　
議
員

【
市
場
長
答
弁
】

　

令
和
６
年
度
は
、
過

去
に
例
が
な
い
リ
ン
ゴ
価

格
の
高
騰
と
他
の
果
実
や

野
菜
に
つ
い
て
も
相
場
が

上
昇
す
る
と
い
っ
た
特
別

な
年
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
生
産
者
の
高
齢
化

や
人
手
不
足
な
ど
に
よ
る

作
付
状
況
の
実
態
を
考
慮

し
、
過
去
５
年
程
度
の
販

売
実
績
か
ら
売
上
を
26
億

円
と
積
算
し
た
が
、
よ
り

高
い
売
上
を
目
指
し
て
い
く
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
教
育
費
）

【
問
】　
小
学
校
の
非
常
勤
職

員
報
酬
の
減
額
理
由
と
職

員
配
置
の
方
向
性
は
。

　
　
　

  

沼
畑
俊
吉　
議
員

【
学
務
課
長
答
弁
】

　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

の
報
酬
分
に
あ
た
り
、
配

置
人
数
が
５
名
減
っ
た
た

め
。
小
学
校
の
統
廃
合
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
令
和
５

年
度
、
６
年
度
は
３
名
加

算
し
て
配
置
し
て
い
た
も

の
を
、
令
和
７
年
度
は
加

配
を
取
っ
た
こ
と
に
よ
り

３
名
の
減
、
ま
た
、
特
別

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒

の
人
数
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
の
人
数
に
よ
っ
て

小
中
学
校
に
職
員
を
配
分

し
、
令
和
７
年
度
は
中
学

校
の
配
置
が
増
え
、
小
学

校
は
２
名
減
少
し
た
。

「解放感があり、明るい雰囲気だった」
と感想が聞かれました。
　また、傍聴した一般質問では企業誘
致の取組などに関する議員の質問や町
長の答弁に耳を傾け、「活発な議論を通
じて、今後より一層町政をを盛り上げ
ていただきたい」と町づくりへの期待
の声が寄せられました。

町営市場販売額の推移 

Ｒ１ 27 億 5,138 万円 

Ｒ２ 27 億 1,752 万円 

Ｒ３ 28 億 　532 万円 

Ｒ４ 22 億 6,220 万円 

Ｒ５ 26 億 　648 万円 

※千円以下端数切捨て
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一  般  質  問ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

問問

答答

質
　
問

地
域
経
済
の
発
展
の
た

め
、
ま
た
、
未
来
を
担
う
若

者
に
地
元
就
職
の
チ
ャ
ン
ス

を
広
げ
る
た
め
に
も
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た
企
業
誘
致

の
推
進
が
重
要
と
考
え
、
次

の
と
お
り
質
問
す
る
。

①
商
工
業
政
策
の
実
績
と
方

向
性
は
。

②
企
業
誘
致
の
現
状
と
課
題

は
。

③
今
後
の
企
業
誘
致
の
方
針

と
戦
略
は
。

町
長
答
弁

①
事
業
者
の
新
規
参
入
や

集
客
増
を
支
援
す
る
「
商

町の発展と繁栄を目指す商工業町の発展と繁栄を目指す商工業
政策の推進を。政策の推進を。

工
振
興
事
業
」、
事
業
拡
大

や
経
営
継
続
を
目
指
す
事
業

者
の
経
費
負
担
を
軽
減
を
図

る
「
中
小
企
業
金
融
対
策
事

業
」、
町
商
工
会
が
実
施
す

る
宅
配
事
業
や
移
動
販
売

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
補
助
金
を

交
付
す
る
「
買
い
物
弱
者
支

援
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

今
後
は
、
引
き
続
き
物
価

高
騰
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
施

策
を
展
開
し
て
い
く
。

②
企
業
誘
致
の
担
当
窓
口
を

商
工
観
光
課
に
置
き
、
職
員

1
名
が
担
当
し
て
い
る
。

　
町
所
有
の
遊
休
地
へ
の
企

業
誘
致
を
進
め
、
県
・
金
融

機
関
・
既
存
誘
致
企
業
な
ど

か
ら
、
事
業
拡
大
や
工
場
建

設
を
検
討
し
て
い
る
企
業
の

情
報
を
得
な
が
ら
、
個
別
の

企
業
誘
致
を
行
っ
て
い
る
。

　

誘
致
企
業
に
対
し
て
は

国
・
県
の
優
遇
措
置
や
各
種

税
金
の
減
免
・
特
別
措
置
だ

　

企
業
誘
致
の
課
題
と
し
て

は
、
労
働
力
・
人
材
の
確
保

と
誘
致
企
業
が
町
か
ら
撤
退

し
た
場
合
の
雇
用
へ
の
影
響

が
あ
げ
ら
れ
る
。

③
既
存
誘
致
企
業
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
優
先
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
企
業
誘
致

に
向
け
て
は
、
個
々
の
企

業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」
方
式

に
よ
り
実
施
し
て
い
く
。

　

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
企
業
の
誘
致
活
動
を
強
化

し
て
い
き
、
工
場
誘
致
条
例

の
改
善
に
つ
い
て
も
、
前
向

き
に
検
討
す
る
。

社会情勢の変化、時代のニーズ社会情勢の変化、時代のニーズ
に対応した施策を展開していく。に対応した施策を展開していく。

け
で
な
く
、
工
場
誘
致
条
例

で
規
定
し
て
い
る
立
地
・
操

業
・
雇
用
の
奨
励
金
の
交
付

な
ど
町
独
自
の
優
遇
措
置
、

固
定
資
産
税
の
減
免
や
特
別

措
置
に
よ
り
、
誘
致
企
業
の

初
期
投
資
費
用
の
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
町
に
誘
致
し
た

工
場
は
９
件
あ
り
、
昨
年
、

曽
我
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式

会
社
を
新
た
に
誘
致
工
場
と

し
て
指
定
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
企
業
誘
致
に
よ
り
、

約
２
０
０
人
の
雇
用
と
年
間

１
０
０
億
円
の
経
済
効
果
が

あ
っ
た
と
推
計
し
て
い
る
。　
　

沼 畑 俊 吉　議員

昨年、新たに誘致企業として指定した昨年、新たに誘致企業として指定した
曽我バイオマス発電株式会社（椛木）曽我バイオマス発電株式会社（椛木）

工場立地基本協定を交わす曽我社長（左）工場立地基本協定を交わす曽我社長（左）
工藤町長（右）【令和6年８月19日】工藤町長（右）【令和6年８月19日】
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常任委員会報告

常任委員会の調査結果報告常任委員会の調査結果報告
産業建設常任委員会 委員長：山田賢司　副委員長：坂本典男

委 員：工藤正孝、八木田憲司、松本啓吾

道路整備要望箇所の現地調査道路整備要望箇所の現地調査調調 査査

果果結結 ⇒　①～③の路線は未舗装であることや幅員が狭いことなどによ
り、車両の通行や除雪作業などに支障が出ていることから、南部
町道路整備計画に基づき整備を進めていく必要があると思われる。
　拡幅工事を行う際には、土地所有者への説明を行い、緊急車両の通行
なども含めた十分な幅員を確保する必要があると思われる。

町道整備の要望があった路線町道整備の要望があった路線
①下羽黒線（椛木）
②内ノ沢・作和線、作和・七ツ役線（鳥舌内）
③下タ構１号線（大向）
④前田３号線、前田５号線（相内）

⇒　④の路線は道幅が狭く、また、路面の凹凸があるため、車両の通行に
支障があると考えられる。道路整備にあたっては、地権者全員の同意が
必要不可欠であるため、再度要望していただきたい。

　令和６年１２月４日に町担当課の説明を受け現地を調査し、次のとおり意見をまと
めました。

猟友会との意見交換会猟友会との意見交換会調調 査査

果果結結 ⇒　近々の課題としては、捕獲した有害鳥獣の埋設場所の確保が急務であ
り、また、持続可能な組織づくりのため、出動手当をはじめとする福利
厚生の充実や少人数でも対応できるような体制の整備が必要と思われる。

　令和７年１月２３日に町担当課の説明を受け、町猟友会から意見を聴取し、次のと
おり意見をまとめました。

⇒　令和７年度に予算措置される
新規事業の結果をみて、今後も継
続的に現場の意見を聞きながら、
継続的な協議が必要と思われる。

道路整備の要望箇所を調査する様子道路整備の要望箇所を調査する様子

町猟友会から意見を聴取する様子町猟友会から意見を聴取する様子
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常任委員会報告

総務企画総務企画常任委員会 委員長：滝田勉　副委員長：西野耕太郎
委 員：川守田稔、根市勲、沼畑俊吉

公共交通のあり方について（現地調査）公共交通のあり方について（現地調査）調調 査査

果果結結 ⇒　なんぶちぇりバスの運行は、国からの補助金や交付税措置などにより、
安定した財政運営のもと事業が行われていることが確認できた。

教育民生教育民生常任委員会 委員長：馬場又彦　副委員長：中舘文雄
委 員：久保利樹、工藤愛、小橋昭裕、夏堀剛充

⇒　一方で、今後も人口減少に伴う
バス利用者の減少が見込まれ、中
長期的には運行体制の見直しが必
要と思われる。
　特に山間部や日中の利用者が少
ない時間帯の運行において、ライ
ドシェア・デマンド交通などの導
入を模索するなど、他市町村の事
例や乗降実績を調査しながら、町
民のニーズを意識した効率的な公
共交通のあり方を追求していく必
要があると思われる。

南部町医療センターの運営方針について南部町医療センターの運営方針について調調 査査

果果結結 ⇒　県内の公営病院は軒並み厳しい経営状況の中、当医療センターにおい
ても単年度の赤字額が膨らみ、今後、病院事業への町の財政支出が一般
会計事業をひっ迫し、行政サービスが低下していくことが懸念される。

⇒　医師の確保についても、医師修
学資金貸付事業の周知や人材情報
を積極的に収集しアプローチする
など、継続的な取組が必要と思わ
れる。

⇒　令和５年度に策定された公立病院経営強化プランに加えて、経営コ
ンサルタントなどの意見を踏まえた経費の在り方の見直しや業務の効
率化、住民のニーズを踏まえた新たな医療サービスの提供を模索する
など、より具体的な経営改善の取組が必要と思われる。

　令和７年１月２２日に町担当課の説明を受け、なんぶちぇりバスに乗車して調査し、
次のとおり意見をまとめました。

　令和７年２月７日に町担当課の説明を受け調査し、次のとおり意見をまとめました。

なんぶちぇりバスに乗車し調査する様子なんぶちぇりバスに乗車し調査する様子

医療センター内で行った調査の様子医療センター内で行った調査の様子
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主な議案（第１３１回臨時会）

第第
131131
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

臨臨
時時
会会

未
契
約
分
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

未
契
約
分
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

　
第
１
３
１
回
臨
時
会
は
、
３
月
27
日
に
行
わ
れ
、
各
会
計
補
正
予
算
や
財
産
の
取

得
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

    

予
　
算

予
　
算

■
令
和
6
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
9
号
）

▼　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
９
９
４
５
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
２
１
億
２
１
２
７
万
９

　
千
円
と
し
た
。

　
　

主
な
内
容
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
の
未
契

主
な
議
案

約
分
（
公
用
車
・
消
防
車

に
搭
載
さ
れ
た
カ
ー
ナ
ビ
）

の
受
信
料
、
３
２
２
万
円

な
ど
。

■
令
和
6
年
度
農
林
漁
業
体

験
実
習
館
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

■
令
和
６
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

■
令
和
６
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　
　
い
ず
れ
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

専
決
処
分

専
決
処
分

専
決
処
分

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部

を
変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
旧
杉
沢
中
学
校
解
体
工
事
）

▼

外
壁
防
水
層
撤
去
や
、

排
水
用
側
溝
お
よ
び
塩
ビ

管
撤
去
の
追
加
、
発
生
材

   

代
表
取
締
役  

松
本
保
築

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解

▼

住
民
基
本
台
帳
事
務
に

お
け
る
支
援
措
置
対
象
者

の
個
人
情
報
漏
え
い
の
事

案
に
関
し
て
、
損
害
賠
償

の
額
を
定
め
和
解
し
た
。

契
　
約

契
　
約

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
基
幹
系
端
末
）

　
　
住
民
記
録
や
税
関
係
の

業
務
に
使
用
す
る
基
幹
系

端
末
を
更
新
す
る
た
め
、

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン

31
台
を
購
入
す
る
も
の
。

【
売
買
代
金
】　

1
５
３
５
万
３
８
０
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

株
式
会
社
内
田
洋
行
Ｉ
Ｔ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

  

東
北
支
店
青
森
営
業
所
長

小
林
義
雄

処
理
の
増
な
ど
に
よ
り
、

　
請
負
代
金
１
億
２
１
０
０

　
万
円
に
５
５
０
万
円
を
追

加
す
る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

株
式
会
社
松
本
工
務
店

　
代
表
取
締
役　
松
本
保
築

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部

を
変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
展
示
収
蔵
施
設
整
備
工
事
）

▼

空
調
・
照
明
等
配
管
に

伴
う
天
井
下
地
の
撤
去
・

新
設
、
ハ
ロ
ン
ガ
ス
消
火

貯
蔵
容
器
本
数
の
減
、
そ

の
他
精
査
に
よ
る
増
減
な

ど
の
た
め
、
請
負
代
金

６
億
６
９
９
０
万
円
に

５
３
万
９
千
円
を
追
加
す

る
も
の
。

【
契
約
の
相
手
方
】

穂
積
・
松
本
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

【
構
成
員
】

・
穂
積
建
設
工
業
株
式
会
社

  
        

代
表
取
締
役　
石
亀
晶
丈

・
株
式
会
社
松
本
工
務
店         

を
含
む
補
正
予
算
を
可
決

を
含
む
補
正
予
算
を
可
決送

受
信
料
の
未
契
約
分

（
公
用
車
に
搭
載
さ
れ
た

カ
ー
ナ
ビ
）
に
つ
い
て
、

各
特
別
会
計
で
負
担
す
る

受
信
料
を
追
加
す
る
も
の
。
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有権者に聞く～名農生の声～

有
権
者
に
聞
く

有
権
者
に
聞
く

　

～
名
農
生
の
声
～

　

～
名
農
生
の
声
～

「
農
業
×
工
業
×
ビ
ジ
ネ
ス  

幅
広
い
学
び
が
魅
力
」

今
月
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
、

今
月
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
、

松
本
啓
吾
委
員
で
す
！

松
本
啓
吾
委
員
で
す
！

Vol.5Vol.5

Q
名
久
井
農
業
高
校
の
魅
力

は
？

　
専
攻
し
て
い
る
環
境
シ
ス

テ
ム
科
で
は
、
農
業
だ
け
で

な
く
、
工
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
も

学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す
。
異

な
る
分
野
を
学
ぶ
こ
と
で
、

新
た
な
ア
イ
デ
ア
に
つ
な
が

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
本
校

の
教
育
の
強
味
で
あ
り
、
魅

力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Q
学
校
と
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
る
こ
と
は
？

　
名
川
秋
ま
つ
り
に
は
、
毎

年
全
校
生
徒
で
参
加
し
、
ま

た
、
学
校
イ
ベ
ン
ト
の
名
農

祭
や
苗
の
販
売
に
は
、
多
く

の
方
に
来
場
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
温
か
い
応
援
の
声
を

も
ら
う
こ
と
も
多
く
嬉
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。

Q
町
を
良
く
す
る
た
め
に

し
て
ほ
し
い
こ
と
、
自
分

が
で
き
る
こ
と
は
？

　

学
校
の
強
味
で
あ
る
農

業
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
な

町
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、

嬉
し
い
で
す
。

　

全
力
で
楽
し
む
こ
と
が

イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
に
つ
な

が
る
と
思
う
の
で
、
積
極

的
に
参
加
し
、
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

Q
18
歳
に
な
っ
た
ら
選
挙

に
い
き
ま
す
か
？

　

若
年
層
の
投
票
率
が
低

く
、
意
見
が
取
り
入
れ
ら

れ
に
く
い
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
意

思
を
伝
え
る
た
め
に
も
、

選
挙
に
行
き
た
い
で
す
。

  

い
よ
い
よ
６
月
後
半
か

ら
収
穫
が
始
ま
る
サ
ク
ラ

ン
ボ
。
美
味
し
い
果
物
の

季
節
が
到
来
し
ま
す
。
そ

れ
ま
で
の
苦
労
の
先
に
は

収
穫
、
食
の
楽
し
み
が
地

域
に
広
が
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
活
動
を
通

じ
、
議
会
の
実
り
と
な
り
、

町
民
の
笑
顔
に
つ
な
が
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会　

委
員　

沼
畑
俊
吉　

記

　

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
た
の
は
、
名
久
井
農

業
高
校
３
年
、
環
境
シ
ス

テ
ム
科
の
工
藤
純
希
さ
ん
。

　

南
部
町
出
身
の
工
藤
さ

ん
は
中
学
、
高
校
と
陸
上

部
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
。
高
校
生
活
の
最
終

年
を
迎
え
、
最
高
学
年
と

し
て
の
責
任
を
感
じ
な
が

ら
、
全
力
で
学
校
生
活
を

楽
し
み
た
い
と
話
す
笑
顔

が
印
象
的
で
し
た
。

☆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
　
　

  （
松
本
啓
吾
委
員
）

　

昨
年
度
か
ら
始
め
た
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
今
回
で
５

回
目
に
な
り
ま
す
が
、
し
っ

か
り
と
し
た
考
え
を
も
つ

生
徒
が
多
く
、
驚
き
と
と

も
に
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
幅

広
い
学
び
の
機
会
を
得
ら

れ
る
教
育
環
境
が
、
生
徒

た
ち
の
人
間
性
を
育
ん
で

い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。【写真】左から松本啓吾委員、3年工藤【写真】左から松本啓吾委員、3年工藤

純希さん、鳴海幹也教諭純希さん、鳴海幹也教諭

名久井農業高校３年　工藤純希さん名久井農業高校３年　工藤純希さん

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
次回、定例会は６月６日（金）から
開会する予定です。

　本会議は、どなたでも傍聴できます。
日程詳細は決まり次第、町ホームペー
ジによりお知らせします。
　お気軽にお問い合わせください。
　　　 議会務務局　☎0178-38-5971
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ふじむら　かすみ ちゃん
（剣吉）

やました　さくと ちゃん
（高橋）

まつもと　れいりちゃん
（下名久井）

てらさわ　あいら ちゃん
（小向）

なかやま　ひおり ちゃん
（鳥舌内）

はら　あおい ちゃん
（森越）

歯ゼロのむし歯ゼロの 元気な 元気ななんぶっこなんぶっこ
３月13日 ３歳児健康診査３月13日３歳児健康診査むむ

くりゅう　なぎ ちゃん
（玉掛）

「
奉
納
摺
り
」

応
募
者
：
立
﨑
孝
史
さ
ん

応
募
者
：
立
﨑
孝
史
さ
ん

応
募
者
：
立
﨑
孝
史
さ
ん

応
募
者
：
立
﨑
孝
史
さ
ん

応
募
者
：
立
﨑
孝
史
さ
ん

応
募
者
：
立
﨑
孝
史
さ
ん

応
募
者
：
立
﨑
孝
史
さ
ん

応
募
者
：
立
﨑
孝
史
さ
ん

応
募
者
：
立
﨑
孝
史
さ
ん

応
募
者
：
立
﨑
孝
史
さ
ん

　今年2月8日（土）と９日（日）に開催された「令和7年南部地方えんぶり」の写真コンテスト審査会が
行われました。今年は45作品、17人の方がご応募してくださいました。
　入賞作品については、次の３点です。

令和7年南部地方えんぶり 写真コンテスト審査結果

「天と地に願って」
応募者：山下春樹さん

　入賞作品については、次の３点です。

特選作品特選作品
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〠039-0592 青森県三戸郡南部町大字平字広場28-1　http://www.town.aomori-nanbu.lg.jp  TEL 0178-76-2111  FAX 0178-38-5974

入選作品入選作品

「私も大黒様」
応募者：板橋則穂さん


